

























2008)。視覚障害者は何ができる のか、 どこ で






1音く、静かであるJ(河内， 1996) とし 1うイメ
ージ形成にもつながっている可能性がある。さ






















手触 りだけで硬貨を識見りするこ とはむずか しいJ
など、自らの体験によって視覚障害による影響
をよ り大きくとらえたり、自らの体験と視覚障
































2コマ (1コマ 45分)を{克ってった。 1コマ
































l こ I~ を fl三日父した。 1~志間 (1991) の IJI~ 発し
た gl支は 13 頃 I~I から成るが、本研究では授業
で扱った内容に応じて、「盲人が白い杖をつきな
がらひとりで歩くには特別な能力が必要である











































































































































(15分) I • 4人 1組のグノレープで新たに知ったこと、|ヨの見えない友
だちに聞いてみたいことを話し合う。
-話し合ったことをワークシートにまとめる。



















を fÍJ~; る人は|ヨ隠しをする。|持の子どもが点字iq~l祭クイ i 記緑シート
ズ (6I¥J) の点字カード 1枚を目隠しした子どもの前に世
き、 I~II隠しをした子どもの手を J主字のところへ誘導して、 j 点字クイズ
I[可じか、 i主うかj とクイズをU:¥す。 1 E早版 Wiり出
③|三!砲しをした子どもは点字を触ってみて、同じか違うかを|しJlJ
答える。隣の子どもは、日E角わ「不正解 j を [~II唱しの子ど
もに伝えるとともに、記録カードにOxをつけていく。
④役jlf]を交代して、|吉j様に点字を触る体!肢をする。
⑤弁見1] しやすい }i!~~ ~~:としにくい点字があることを説明し、点
字を読めるようになるには制!習が必要と伝える c












































数 (26~I ) とできない方向に回答が変化した人
数 (11名)をj羽し 1たマクネマー検定を行ったと






桜え :;r2(1)二13.36，p<O.Ol，入浴:;r 2(1)=8.70， 
p<O.Ol)。食事については、授業前後で子ども
の回答の変化に有意な差は認められなかった























でき ない方向に回答を変化させた子ども 20~I 
のうち、{受業後に 「たくさ ん手伝えばできる j
「でき なしリと答えた子どもは 3名であり 、17
名は [一人でできるJから「少し手伝えばでき
るj に移行していた。また、できる方向に回答


























たとこ ろ、 204S中 2~I であり、 多くの子 どもは
を受けていなかっ
総合的な学習のH引制における視覚障害出解教育モデ、ルの作成 2
表 3. 視覚障害者の「外歩き j に関する授業前後の子ともの回答の変化 (N=73) 




でき る でき る 手伝えばできる 定によ る)
一人でできる ~似昭如]25% (18 ~I ) 5% (4名) 。
J受
少し手伝えばできる 12% ( 9名) |:，:，7，'紘 一(五刻 | 4% (3名) 1 % (1名)
業
， ， 5:"%ー (必名 p~ →
6，08士
たくさん手伝えばできる 1% (11:1) 1 % ( 1 1:1) 。
後
できない 。 。 。
※l名は授業後の耐査において無回答であった。 女 pく0.05
※網側、けの|こが 1できる方Ili)への変化j、-1てが「できない方向への変化」である。以下の去もi吉lじ。
表 4. 視覚障害者の「若瞥えJIこ関する授業前後の子どもの回答の変化 (N=73) 
業 1J x 21直
少し手伝えば (マクネ7一段
で、き る 手伝えばできる できない 定による)
一人でできる i2:6% '(ili9名〉 |29% (21宅1) 3% (2名) 。
j受
少し手伝えばできる 4% ( 3名) 4% (31:1) 1 % (1名)125'，%はi8i名1):|
業 F j 13.36会士
たくさん手イ云え!まできる 1 % ( 1名) 3% ( 2名)
f長
できない 。 。 。
1:，'， 1 





一人でできる I " ~Ø'~' 作名 LJ 23% (17名) 3% (2名) 1 % (1名)
;受
少し手伝えばできる 8% (6名) l' (;t~i税 s
業
後
たくさん手伝えばできる 4% (31:1) 
できない 。 。






一人で |少し手伝えば i たくさん
できる | できる |手伝えばできる
|i ~.:時筆名JlI 4% ( 3名) I 





























































































11寺 J Ul の子どもの特'I'~:: が!影響している可能'I'~:があ
る。 Harter(2006)によれば、 児蛍前期の子 ども
は過度に 宵定的な 1~1 己 R;I~{，lIiを行う傾向にあり、
児童後期より徐々に耳目惣自己 と現実 I~I 己との角{I:
総合的な学習の1寺It¥lにおける視覚障害耳目解教育ー モデ、ルの作成 2
{J~ dト2 ど 少 SjZJ'えi{出〔
く ま Jコ 、J
}tl:'. 、 l二〉 し
」
t {出:
，1 じ¥:l、 で く
;Jつ
わ も ペ1ムi、 (対応布)
}d一1、 エjl:目ijえと な な
し、 コ フ @ A 
1， m'ÿtl\t~害者は、 I~I 杖を使ってひとりで歩くため
1 ---1-----1 ..6. -1 ---1 
に101が見える人よりするどい感覚をもって 2，06* 




|一一-1一一一18.6-1一一 | 3.3 3.5 
1.65 
2 3 4 。 (1.1) (1. 2) 
3， rs~党障害者は点字を j告で読むために、 I~I が見え
る人よりJ旨のJ惑党がf政J廷である
1---1---1-8 A 1一一一| 3.6 :3.7 
1.27 
2 3 4 。 (1.2) (1. 3) 
4，あなたは糾習をすれば、指で点字を読むことが | 一一i i・.6.-1---1 3.4 nJ D w 
0.77 
できる 2 3 4 。 (1.2) (1.1) 
5 ， m.覚障害者は、 i~1 が見える人より 721: がよく IJk1 こ j一一一|一一一8.6.一一1---1 3.1 3.4 
1.42 
えている 2 つ<J 4 。 (1.3) (1，2) 
6 あなたは計11 秘すれば、 I~I が見える人より音が A I 3，0 I 3，0 
1---1----8一一一|一一一1I 0 
よく IJ，~J こえるようになる 23 4 5 (1.2) (1.1) 
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学研究， 4， 1-8. 
総合的な学習の1寺1kJにおける視覚障害耳目j似て教育モデ‘ルの作成 2































一朝日来Ir伺を例として一，計量 I~I語学， 18(1)， 
26・34.
西館有沙・阿久津理H・主K中泰弘
Educational Model for Understanding Vision Impairment 
during Periods of Integrated Study (2) 
-Change in Awa1'eness of Chi1dren f1'om Unde1'standing the Life of a Visually Impaired Person 
This study identified changes in awa1'eness of chi1dren by understanding・thelife of a visually 
impaired person. Study participants comprised 78 elementary school chi1dren in the fou1'th 
grade. 1n 2011， they had a 1esson that invo1ved trying to identify coins whi1e blindfo1ded to 
discover tha t there is nothing you cannot do， even if you are blind. 
The 1esson was taught twice (45 min. each). During the 1esson， the teacher read a 
pictu1'e-sto1'Y with d1'awings of a visually impaired child's life， and students expe1'ienced 
touching Braille pages and comparing the two. Students also performed activities requiring 
them to use assistive techniques to enact the story' s eating scene 
In answering questions about whether visually impaired persons can walk outside a1one， 
change clothes， and take a bath with training， students gave varying responses， with “they can" 
being significantly higher than“they cannot." However， when asked about whether visually 
impaired persons can eat a meal alone with training， there was no significant difference 
between students'“they can" and “they cannot" responses， with 79% students responding that 
“the blind can eat with a 1itt1e help" after the class. 
Many visually impaired persons exhibit self-reliance in bathing and changing clothes but 
require assistance to eat a meal and wall王outdoors.Because the teacher taught the students 
that visually impaired persons need assistance in identifying the cuisine and location of the 
dish in the eating scene， many students answered that they “need a little help" after the class 
However， the teacher did not tell the students that visually impaired persons need assistance 
when wa1king outdoors. Therefore， 66% students answered "they can wall王alone"after the class. 
Students a1so deve10ped the idea that “visually impaired persons have a keener sense than 
sighted persons that enab1es them to walk alone with a white cane." From these resu1ts， it
seems necessary to teach students that not on1y can visually impaired persons walk alone with 
training and practice but also that they need assistance while moving outdoors. 
20 
